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わが国では、男性の喫煙率は減少しているも

のの、女性の喫煙率は微増傾向にある。その中

でも特に 20 歳～30 歳代では 20％を越えており、

女性の禁煙支援の必要性が高まっている現状に

ある。そこで、わが国における女性を対象とし

た喫煙および禁煙に関する先行研究を調査し、

今後の禁煙支援への課題を検討した。 

【方法】日本国内の女性を対象とした邦文、英

文の両方より抽出した 17 編の原著論文と厚生労

働省研究報告書 2 編について分析をおこなった。 

喫煙や禁煙に関連した因子で類似したものをカ

テゴリーとして抽出し、さらに類似したカテゴ

リーを統合して課題として集約し、説明モデル

作成を試みた。 

【結果および考察】分析した論文は 19 編全てが無記

名自記式質問紙を用いた調査を主としたもので、1 編

の短期前向きコホートの他は全て断面調査であり、対

象の無作為抽出や介入研究はなかった。妊産婦お

よび育児中の母性期の女性を対象としたものが 8 件

と最も多く、ついで看護学生を含む大学生を対象とし

たものが 4 件であった。女性の喫煙率は、調査対象

によって同じ妊娠判明期の喫煙率でも 2.2％から、

22.2%とばらつきがあったが、国民栄養調査や日本た

ばこ産業調査による同時期の喫煙率よりも高い傾向が

見られた。ニコチン依存度を測定しているものは 3

編で、客観的指標となるのは喫煙本数であった。女性

の喫煙の要因および禁煙を困難にしている因子では、

喫煙本数・夫や家族・友人など周囲の喫煙者の存在、

いらいらやストレス解消・暇つぶし・喫煙の肯定・知

識や情報の不足などがあった。母性期の女性では、育

児上のストレスによる喫煙欲求や母性意識が関連して

いた。禁煙への意思を調査した 5 編では、対象女性

の禁煙意思は 60～95％と高かった。女性の喫煙に関

連する課題としては、①周囲の喫煙等の環境の影響が

大きい・喫煙本数は多くはないが、明らかな喫煙欲求

があり、②ニコチン依存がある・③ライフイベントや

日常の出来事上のストレスへの脆弱性・④禁煙に関す

る情報不足が考えられた。以上より女性の喫煙行動要

因の説明モデルを作成した（図１）。 

夫の喫煙

環 境

ストレスへの脆弱性

禁煙に関する情報不足ニコチン依存

親の喫煙友人の喫煙

暇つぶし

消極的母性意識

再喫煙

ライフイベントによるストレス

喫煙の肯定

禁煙の意味づけの低さ

図１．女性の禁煙を困難にする要因
 

 
その他の要因として、海外文献では体重増増加抑制と

しての手段として喫煙している報告もあり、最近の女

性を見ると、ファッション感覚の喫煙も考えられる。 

【結論】女性の喫煙や禁煙行動のプロセスや禁

煙ニーズは先行研究の範囲では、明らかにされ

ていなかった。女性の禁煙を進めるには、本人

だけでなく、周囲の喫煙者へのアプローチが必

要であり、地域・学校・職域などの多様な領域

での禁煙推進が必要である。今後効果的な禁煙

介入を検討するにあたり、それらの要因の関連

を明らかにすることが必要ため、質的な研究方

法を用いて検討していきたいと考える。 


